
 

 

 

 

 

吉田・常盤地区の実験系排水の 24 時間監視システ

ムが稼動し始めました。これで、夜間・休日を問わず

建物毎の実験排水の pH が監視・記録されるようにな

りました。そこで、センターではメールマガジンを毎

月発信し、データの公開を始めることにしました。セ

ンター関連の他のタイムリーな情報も満載しており

ますので、まずはゴミ箱に入れる前にぜひ一読してく

ださい。きっと愛読者になっていただけるものと期待

しております。 

 

 

 

 

 

 研究室で発生した有機系・無機系廃液を排水処理セ

ンターに搬入する際には、専用の廃液カードを添付す

る必要があります。これまでは、カードを一枚一枚手

書きしていただいていましたが、今年度から WEB に

よる廃液搬入の申請ができるようになりました。 

このシステムは、昨年度から工学部で試行を続けて

きたもので、「事前に廃液の内容を申請しておくこと

で、搬入時のチェックの待ち時間が短縮される」、「何

枚も同じものを書く手間が省ける」など、ユーザーの

評判も上々のようです。 

今年度は従来の手書きによる申請も受け付けます

が、来年度からは完全に WEB 申請に移行する予定で

す。WEB 申請には、専用のＩＤとパスワードが必要と

なりますので、まだＩＤをお持ちでない方は、お早め

に登録をお願いします（山口大学薬品管理システム

<TULIP>のＩＤとは異なりますので、ご注意ください）。 

詳しくは、排水処理センターホームページの、WEB

による廃液搬入申請マニュアルをご覧ください。 

 

 

 

 

先月、今年で 8 度目となる薬品使用量等の調査が行

われました。回答いただいた担当者の皆さま、ご協力

ありがとうございました。 

今回から、回答方式がエクセルファイルから WEB

入力に変更になったこともあり、回答者の皆さまにも

戸惑いが見られたようです。昨年度は 9 割近かった回

答率も、今年は7割弱に留まっています（5月末現在）。 

まだ回答を済まされていない方は、今からでも間に

合いますので、ぜひご協力をお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

5 月 17 日（土）の午後 10 時頃、教育学部で pH 異

常が発生しました。pH 値は、正常範囲（pH 5.8～8.6）

を大きく下回る 4.8 を記録し、異常は 19 日（月）の朝

まで続きました。これだけ長時間にわたって pH 異常

が継続した例は、これまでにありません。 

 残念ながら、異常の原因は特定されませんでしたが、

薬品・溶剤を不用意に流しに捨てることのないよう、

十分に気を付けてください。 
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毎年、年度初めに行われる廃液の出し方講習会が、

今年度も吉田・常盤・小串地区で開催されました。 

常盤地区で昨年度より 60 名も多い 210 名の参加が

あり、関係者一同、嬉しい悲鳴をあげました。また、

吉田地区（100 名）、小串地区（25 名）では、例年並

みの参加がありました。足を運んでくださった皆さま、

ありがとうございました。 

システムが新しくなったこともあり、参加した先生

や学生さんは、熱心に説明に聞き入っていました。

た、途中で確認テストも行われ、皆さん真剣な表情

で

「

い

け付けております。講習会ご希望の方は、お気軽に

今年度（常盤地区では昨年度後半）から、廃液の登

録

方

ま

問題に取り組んでいました。 

最後に、残念ながら講習会に参加できなかった方、

うちの研究室で出る廃液は、どのように処理すれば 

 

  ５月のｐH 異常発生回数
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いの？」と疑問をお持ちの方に朗報です。排水処理

センターでは、研究室や講座単位の出張講習会を随時

受

お声をおかけください（担当：山野 内線 6137）。 

 

廃液の出し方講習会の様子（工学部） 

ランキング（吉田地区） 
く発生した建物は、4 月

に

ランクイン。4 月に 2 回の異常を記録した理学部本

館は、1 回でした。今後の巻き返しに期待です。 

た。

こ

６月の廃液回収情報 
 

5 月中に、pH 異常が最も多

引き続き、農学部本館（3 回）でした。夕方など、

実験の後片付けをする時間帯に、異常が多く発生する

傾向があるようです。 

ワースト 2 位には、教育学部と総合研究棟（各 2 回）

が

他の建物は、5 月の異常発生はありませんでし

れからも、この調子で頑張ってください。 

 

 

 

  
 6 月 3 日（火）10：30～11：30 吉田地区 有機系廃液回収（於：吉田地区廃棄物倉庫前）

 

 

 6 月 5 日（木）10：00～11：00 常盤地区 有機系

 

廃液回収（於：常盤地区廃棄物倉庫前） 

 6 月 20 日（金）14：00～15：00 小串地区 廃液回収（於：小串地区廃棄物倉庫前） 

 

 

 

廃廃廃液液液ののの取取取りりり扱扱扱いいい講講講習習習会会会ががが終終終了了了ままましししたたた 
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